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研 究 題 目 

（応募部門） 

 

 

富山の富を支える積雪の役割 

～立山の積雪層から河川へ供給される栄養塩の評価～ 

 

研 究 概 要 

 

富山湾沿岸域は、背後に立山連峰を控える急峻な地形から

陸水の影響を強く受ける。春季の雪解け水の河川流入は栄養

塩供給を促し、富山湾における植物プランクトンの増殖を支

えてきた。しかし、近年では富山湾の生態系を支える栄養塩

不足が問題視されており、その動態解明は急務である。そこ

で本研究では立山・室堂平に注目し、積雪層の高解像度分析

と河川水の化学分析を実施する。安定同位体比や主要・微量

化学成分等を指標に、積雪の起源特定と河川への融雪水寄与

率の定量化を行い、融雪由来の栄養塩フラックスを評価する。

以上から、春季の沿岸生態系を支える水・栄養塩循環像を提

示し、栄養塩供給源としての積雪の役割を明らかにする。 

 

これまでの活動状況と

今後の活動予定 

（300字程度） 

 

 

 

 

 

 

４月１５～１６日に立山室堂平にて調査を実施した。約６

００cmの雪壁から３cm間隔で試料を採取し、密度、pH、EC（電

気伝導度）、主要溶存成分を測定した。その結果、海塩や黄砂

起源の成分など、降雪時期や大気からの物質輸送を反映した

特徴が確認された。今後は、酸素・水素安定同位体比、微量成

分分析を進める。また、9～12月に東海大学にて窒素安定同位

体比を測定し、窒素起源を評価する予定である。 

さらに、４～６月にかけて常願寺川で採水を実施した。１０

月以降も、常願寺川の観測を継続する。 

これらの結果を統合し、融雪水の河川流出への寄与と栄養

塩の輸送過程を明らかにして、春季の富山湾への栄養塩供給

における積雪の役割を評価する。 

当初予定と変更がある場合

は変更点を記述ください。 

 



 写真 1：雪壁掘削の様子 

 

 写真 2：常願寺川での河川水採取 

 

 写真 3・分析の様子 


